
寒 川 町 立 文 化 福 祉 会 館 条 例 施 行 規 則 新 旧 対 照 表  

現 行  改 正 案  

(事 務 の 委 任 ) (趣 旨 ) 

第 1条  寒 川 町 立 文 化 福 祉 会 館 条 例 (昭 和

57年 寒 川 町 条 例 第 8号 。 以 下 「 条 例 」 と

い う 。 )に 基 づ く 次 に 掲 げ る 事 務 は 、 寒

川 町 立 文 化 福 祉 会 館 (以 下 「 会 館 」 と い

う 。 )の 長 (以 下 「 館 長 」 と い う 。 )に 委

任 す る 。  

第 1条  こ の 規 則 は 、寒 川 町 立 文 化 福 祉 会

館 条 例 (昭 和 57年 寒 川 町 条 例 第 8号 。以 下

「 条 例 」 と い う 。 )の 施 行 に 関 し 必 要 な

事 項 を 定 め る も の と す る 。  

( 1 )  条 例 第 3条 の 規 定 に よ り 使 用 の 承

認 を す る こ と 。  

 

( 2 )  条 例 第 4条 の 規 定 に よ り 使 用 承 認

を 取 り 消 し 、又 は 使 用 を 中 止 さ せ る こ

と 。  

 

(休 館 日 ) (休 館 日 ) 

第 2条  会 館 の 休 館 日 は 、次 の と お り と す

る 。  

第 2条  会 館 の 休 館 日 は 、次 の と お り と す

る 。  

(1) 月 曜 日  (1) 第 3月 曜 日  

( 2 )  国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 (昭 和 23

年 法 律 第 1 7 8号 )の 規 定 す る 休 日 の 翌

日  

(削 る ) 

(3) 1月 1日 、 同 月   3日 及 び 12月 29日

か ら 同 月 31日 ま で と す る 。  

( 2 )  1月 1日 か ら 同 月 3日 及 び 12月 2 9日

か ら 同 月 31日 ま で と す る 。  

2 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、館 長 が 必 要

と 認 め る と き は 、こ れ を 変 更 し 、又 は 臨

時 に 休 館 日 を 定 め る         

            こ と が で き

る 。  

2 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、指 定 管 理 者

は 、特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、あ

ら か じ め 町 長 の 承 認 を 得 て 、休 館 日 に 開

館 し 、又 は 開 館 日 に 休 館 す る こ と が で き

る 。  

(開 館 時 間 ) (開 館 時 間 ) 

第 3条  会 館 の 開 館 時 間 は 、 午 前 9時 か ら

午 後 9時 30分 ま で と す る 。 た だ し 、 館 長

が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、開

館 時 間               

を 変 更 す る こ と が で き る 。  

第 3条  会 館 の 開 館 時 間 は 、 午 前 9時 か ら

午 後 9時 30分 ま で と す る 。 た だ し 、 指 定

管 理 者 は 、特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き

は 、あ ら か じ め 町 長 の 承 認 を 得 て 、こ れ

を 変 更 す る こ と が で き る 。  

2 (略 ) 2 (略 ) 

(使 用 の 申 込 み ) (使 用 の 申 込 み ) 

第 4条  条 例 第 3条 第 1項 の 規 定 に よ り 会

館 の 使 用 の 承 認 を 受 け よ う と す る 者 は 、

文 化 福 祉 会 館 使 用 承 認 申 請 書 (第 1号 様

式 )に よ り 館 長    に 申 し 込 ま な け れ

第 4条  条 例 第 4条 第 1項 の 規 定 に よ り 会

館 の 使 用 の 承 認 を 受 け よ う と す る 者 は 、

文 化 福 祉 会 館 使 用 承 認 申 請 書 (第 1号 様

式 )に よ り 指 定 管 理 者 に 申 し 込 ま な け れ



ば な ら な い 。  ば な ら な い 。  

2 前 項 に 規 定 す る 申 込 み 期 間 は 、使 用 し

よ う と す る 日 の 属 す る 月 の 2か 月 前 の 初

日 か ら 使 用 し よ う と す る 日 の 3日 前 ま で

と す る 。 た だ し 、 館 長     が 特 に 必 要

が あ る と 認 め た と き は 、 こ の 限 り で な

い 。  

2 前 項 に 規 定 す る 申 込 み 期 間 は 、使 用 し

よ う と す る 日 の 属 す る 月 の 2か 月 前 の 初

日 か ら 使 用 し よ う と す る 日 の 3日 前 ま で

と す る 。た だ し 、指 定 管 理 者 が 特 に 必 要

が あ る と 認 め た と き は 、 こ の 限 り で な

い 。  

(使 用 承 認 等 の 通 知 ) (使 用 承 認 等 の 通 知 ) 

第 5条  館 長    は 、前 条 の 規 定 に よ る

申 込 み が あ つ た 場 合 に お い て 、そ の 使 用

を 承 認 す る と き は 文 化 福 祉 会 館 使 用 承

認 書 (第 2号 様 式 )に よ り 、 そ の 使 用 を 承

認 し な い と き は そ の 旨 を 申 込 者 に 通 知

し な け れ ば な ら な い 。  

第 5条  指 定 管 理 者 は 、前 条 の 規 定 に よ る

申 込 み が あ つ た 場 合 に お い て 、そ の 使 用

を 承 認 す る と き は 文 化 福 祉 会 館 使 用 承

認 書 (第 2号 様 式 )に よ り 、 そ の 使 用 を 承

認 し な い と き は そ の 旨 を 申 込 者 に 通 知

し な け れ ば な ら な い 。  

2 (略 ) 2 (略 ) 

(使 用 の 取 消 し 及 び 変 更 ) (使 用 の 取 消 し 及 び 変 更 ) 

第 6条  使 用 者 が 、使 用 を 取 り 消 し 、又 は

変 更 し よ う と す る と き は 、直 ち に 文 化 福

祉 会 館 使 用 取 消 (変 更 )承 認 申 請 書 (第 3

号 様 式 )に 既 に 交 付 を 受 け た 文 化 福 祉 会

館 使 用 承 認 書 を 添 え て 、館 長    に 申

し 込 ま な け れ ば な ら な い 。  

第 6条  使 用 者 が 、使 用 を 取 り 消 し 、又 は

変 更 し よ う と す る と き は 、直 ち に 文 化 福

祉 会 館 使 用 取 消 (変 更 )承 認 申 請 書 (第 3

号 様 式 )に 既 に 交 付 を 受 け た 文 化 福 祉 会

館 使 用 承 認 書 を 添 え て 、指 定 管 理 者 に 申

し 込 ま な け れ ば な ら な い 。  

2 館 長    は 、前 項 の 規 定 に よ る 申 込

み が あ つ た 場 合 に お い て そ の 使 用 を 取

り 消 し 、又 は 変 更 を 承 認 す る と き は 文 化

福 祉 会 館 使 用 取 消 (変 更 )承 認 書 (第 4号

様 式 )に よ り 、 変 更 を 承 認 し な い と き は

そ の 旨 を 申 込 者 に 通 知 し な け れ ば な ら

な い 。  

2 指 定 管 理 者 は 、前 項 の 規 定 に よ る 申 込

み が あ つ た 場 合 に お い て そ の 使 用 を 取

り 消 し 、又 は 変 更 を 承 認 す る と き は 文 化

福 祉 会 館 使 用 取 消 (変 更 )承 認 書 (第 4号

様 式 )に よ り 、 変 更 を 承 認 し な い と き は

そ の 旨 を 申 込 者 に 通 知 し な け れ ば な ら

な い 。  

(使 用 回 数 の 制 限 ) (使 用 回 数 の 制 限 ) 

第 7条  館 長    は 、会 館 の 使 用 の 公 平

を 図 る た め 、 同 一 使 用 者 が 1か 月 内 に 会

館 を 使 用 す る 回 数 を 制 限 す る こ と が で

き る 。  

第 7条  指 定 管 理 者 は 、会 館 の 使 用 の 公 平

を 図 る た め 、 同 一 使 用 者 が 1か 月 内 に 会

館 を 使 用 す る 回 数 を 制 限 す る こ と が で

き る 。  

(整 理 員 の 配 置 ) (整 理 員 の 配 置 ) 

第 8条  使 用 者 は 、会 館 を 使 用 す る に 当 た

り 、会 館 の 内 外 の 秩 序 を 保 持 す る た め に

必 要 な 整 理 員 を 配 置 し な け れ ば な ら な

い 。た だ し 、館 長    が そ の 必 要 が な

い と 認 め た と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

第 8条  使 用 者 は 、会 館 を 使 用 す る に 当 た

り 、会 館 の 内 外 の 秩 序 を 保 持 す る た め に

必 要 な 整 理 員 を 配 置 し な け れ ば な ら な

い 。た だ し 、指 定 管 理 者 が そ の 必 要 が な

い と 認 め た と き は 、 こ の 限 り で な い 。  



第 9条  (略 ) 第 9条  (略 ) 

(係 員 の 職 務 上 の 立 入 ) (係 員 の 職 務 上 の 立 入 ) 

第 10条  館 長    は 、 会 館 の 管 理 運 営

上 必 要 と 認 め た と き は 、係 員 を 使 用 し て

い る 施 設 に 立 ち 入 ら せ る こ と が で き る 。

こ の 場 合 、使 用 者 は 、当 該 係 員 の 立 ち 入

り を 拒 む こ と が で き な い 。  

第 10条  指 定 管 理 者 は 、 会 館 の 管 理 運 営

上 必 要 と 認 め た と き は 、係 員 を 使 用 し て

い る 施 設 に 立 ち 入 ら せ る こ と が で き る 。

こ の 場 合 、使 用 者 は 、当 該 係 員 の 立 ち 入

り を 拒 む こ と が で き な い 。  

(原 状 回 復 の 義 務 等 ) (原 状 回 復 の 義 務 等 ) 

第 11条  使 用 者 は 、 会 館 の 使 用 を 終 了 し

た と き は 、直 ち に 原 状 に 復 し 、係 員 に そ

の 旨 を 告 げ 点 検 を 受 け な け れ ば な ら な

い 。 条 例 第 4条 の 規 定 に よ り 使 用 の 承 認

を 取 り 消 し 、又 は 使 用 を 中 止 さ せ ら れ た

と き も 、 同 様 と す る 。  

第 11条  使 用 者 は 、 会 館 の 使 用 を 終 了 し

た と き は 、直 ち に 原 状 に 復 し 、係 員 に そ

の 旨 を 告 げ 点 検 を 受 け な け れ ば な ら な

い 。 条 例 第 5条 の 規 定 に よ り 使 用 の 承 認

を 取 り 消 し 、又 は 使 用 を 中 止 さ せ ら れ た

と き も 、 同 様 と す る 。  

(損 害 賠 償 ) (損 害 賠 償 ) 

第 12条  使 用 者 は 、 会 館 の 建 物 又 は 附 属

設 備 若 し く は 器 具 等 を 故 意 又 は 過 失 に

よ り 損 傷 し 、又 は 滅 失 し た 場 合 は 、直 ち

に そ の 旨 を 館 長    に 届 け 出 て 館 長

の 定 め る と こ ろ に よ り 損 害 を 賠 償 し な

け れ ば な ら な い 。  

第 12条  使 用 者 は 、 会 館 の 建 物 又 は 附 属

設 備 若 し く は 器 具 等 を 故 意 又 は 過 失 に

よ り 損 傷 し 、又 は 滅 失 し た 場 合 は 、直 ち

に そ の 旨 を 指 定 管 理 者 に 届 け 出 て 町 長

の 定 め る と こ ろ に よ り 損 害 を 賠 償 し な

け れ ば な ら な い 。  

(委 任 ) (委 任 ) 

第 13条  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、

会 館 の 管 理 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 

  別 に 定 め る 。  

第 13条  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、

会 館 の 管 理 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、町

長 が 別 に 定 め る 。  

～ 略 ～  ～ 略 ～  

 

第 1号 様 式 (第 4条 関 係 ) 

文 化 福 祉 会 館 使 用 承 認 申 請 書  

年  月  日   

 (あ て 先 )寒 川 町   文 化 福 祉 会 館 長  

(略 ) 

 

第 1号 様 式 (第 4条 関 係 ) 

文 化 福 祉 会 館 使 用 承 認 申 請 書  

年  月  日  

 (宛 先 )指 定 管 理 者  

(略 ) 

 

第 2号 様 式 (第 5条 関 係 ) 

文 化 福 祉 会 館 使 用 承 認 書  

年  月  日   

   様  

寒 川 町   文 化 福 祉 会 館 長  □印  

(略 ) 

 

第 2号 様 式 (第 5条 関 係 ) 

文 化 福 祉 会 館 使 用 承 認 書  

年  月  日  

   様  

指 定 管 理 者  □印

(略 ) 

  



第 3号 様 式 (第 6条 関 係 ) 

文 化 福 祉 会 館 使 用 取 消 (変 更 )承 認 申 請 書  

年  月  日   

 (あ て 先 )寒 川 町   文 化 福 祉 会 館 長  

(略 ) 

第 3号 様 式 (第 6条 関 係 ) 

文 化 福 祉 会 館 使 用 取 消 (変 更 )承 認 申 請 書  

年  月  日   

 (宛 先 )指 定 管 理 者  

(略 ) 

 

第 4号 様 式 (第 6条 関 係 ) 

文 化 福 祉 会 館 使 用 取 消 (変 更 )承 認 書  

年  月  日   

   様  

寒 川 町   文 化 福 祉 会 館 長  □印  

(略 ) 

 

第 4号 様 式 (第 6条 関 係 ) 

文 化 福 祉 会 館 使 用 取 消 (変 更 )承 認 書  

年  月  日   

様  

指 定 管 理 者  □印  

(略 ) 

～ 略 ～  ～ 略 ～  

    附  則  

 (施 行 期 日 ) 

 1 こ の 規 則 は 、 平 成 29年 4月 1日 か ら 施 行

す る 。  

(残 存 用 紙 の 使 用 ) 

2 こ の 規 則 の 施 行 前 に 、 旧 規 則 の 規 定 に

よ り 既 に 調 製 さ れ た 様 式 で 用 紙 が 現 に

残 存 す る も の に 限 り 、 所 要 の 調 整 を し 、

当 分 の 間 使 用 す る こ と が で き る 。  

 


